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土留支保工（軽量金属支保）設置標準図

１号組立マンホール

２号組立マンホール

３号組立マンホール

０号組立マンホール

４号組立マンホール

５号組立マンホール

２号組立マンホール（中間スラブ　深形）

３号組立マンホール（中間スラブ　深形）

名 称 名 称ペ ー ジ ペ ー ジ

Ｇ－１－１

Ｇ－２－１

Ｇ－２－２

Ｇ－２－３

Ｇ－２－４

Ｇ－２－５

Ｇ－２－６

Ｇ－２－７

Ｇ－２－８

Ｇ－２－９

管頂副管付人孔

標準副管付人孔

内副管人孔

副管内径300mm取付詳細図（取付最小寸法）

Ｇ－２－１０

Ｇ－２－１１

Ｇ－２－１２

Ｇ－２－１３

足掛金物（両足） Ｇ－２－１４

Ｇ－３－１

Ｇ－３－２

Ｇ－３－３

Ｇ－３－４

Ｇ－３－５

楕円１号組立マンホール

平塚市型塩ビ製マシンホール設置標準図（起点）（落差工）

平塚市型塩ビ製マシンホール設置標準図（傾斜）

レジンコンクリート製マシンホール設置標準図

人孔鉄蓋φ６００（平塚市型）

まくら土台基礎工

はしご胴木基礎

遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管 90゚固定基礎

遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管 90゚固定基礎寸法

遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管180゚固定基礎

遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管180゚固定基礎寸法

遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管360゚固定基礎（無筋）

遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管360゚固定基礎（有筋）

掘削断面

平塚市型塩ビ製マシンホール設置標準図（中間点　本管自在継手）

平塚市型塩ビ製マシンホール設置標準図（屈曲点　本管自在継手）

マシンホール用鉄蓋

レジンマシンホール用鉄蓋

Ｇ－４－１

Ｇ－４－２

Ｇ－４－３

Ｇ－５－１

Ｇ－５－２

Ｇ－５－３

Ｇ－５－４

Ｇ－５－５

Ｇ－５－６

Ｇ－５－７

Ｇ－５－８

Ｇ－５－９

ボックスカルバート基礎工・ボックスカルバート部マンホール図 Ｇ－５－１０

Ｇ－６－１

Ｇ－６－２

Ｇ－６－３曲管　111/4゚,221/2゚

ポーラスパイプ（平塚市型ＰＥ）

ポーラスパイプ（平塚市型ＲＲ）

１号汚水（塩ビ）桝　（三方向）φ３００用

１号汚水（塩ビ）桝　（一方向）φ３００用

１号汚水（塩ビ）桝　（三方向ドロップ）φ３００用

３号汚水（塩ビ）桝　（一方向）φ３００用

３号汚水（塩ビ）桝　（三方向）φ３００用

１号汚水（塩ビ）桝　（三方向）φ２００用

１号汚水（塩ビ）桝　（一方向）φ２００用

Ｇ－７－１

Ｇ－７－２

Ｇ－７－３

Ｇ－７－４

Ｇ－７－５

Ｇ－７－６

Ｇ－７－７

Ｇ－７－８

下水道用硬質塩化ビニル管　ゴム輪受口片受け　直管

ヒューム管　外圧管１種（Ｂ形）

Ｇ－６－４

Ｇ－６－５

１号汚水（塩ビ）桝　（一方向ドロップ）φ３００用

目 次

１号雨水（塩ビ）桝

１号雨水（塩ビ）浸透桝

２号雨水桝

２号雨水浸透桝

３号雨水桝

Ｇ－７－１１

Ｇ－７－１２

Ｇ－７－１３

Ｇ－７－１４

Ｇ－７－１５



仕 様 特 記 事 項 名 称

区 分

2500 1500 2500 750750

4000 4000

土 留 材

根
入
れ
長

2
0
c
m
以
上

アルミ腹起し

切梁用サポート

土 留 材
使用調整範囲

掘
 
削
 
深
 
（
Ｈ
）

掘削幅（Ｂ）

切梁用サポート アルミ腹起し材

断 面 図

平 面 図

掘
削
幅
（
Ｂ
）

土留支保工（軽量金属支保）設置標準図

掘 削 深 （ Ｈ ） 支 保 工 段 数

2.0 ＜ Ｈ ≦ 3.5

 ～ 2.0   ≦  Ｈ

3.5 ＜ Ｈ ≦ 3.8

1  段

2  段

3  段

腹起し材（mm）

0.90 ＜ Ｂ ≦ 1.10

  ～ 0.85  ≦ Ｂ

1.15 ＜ Ｂ ≦ 1.50

1.55 ＜ Ｂ ≦ 2.00

2.05 ＜ Ｂ ≦ 2.30

0.45  ～  0.65

0.60  ～  0.90

0.80  ～  1.30

1.10  ～  1.80

1.50  ～  2.10

110×130×4,000

110×130×4,000

110×130×4,000

110×130×4,000

110×130×4,000

１／５０

切 梁 調 整 幅

縮 尺

掘 削 幅 （ Ｂ ）

Ｇ － １ － １



１：２５

インバート

底版

１
３
０１
７
０

３
０
０

１００

７
５
２
５

２
５
７
５

φ
９
０
０

９００７５ ７５

１０％
Ｄ

マ
ン
ホ
ー
ル
深
さ

ふたボルト

ステップ

３
０
０

３
０
０

１
５
０

３
０
０

２
０
０

１１００ １１００

１１０ ６００ １１０

８２０

１１０ ６００ １１０

８２０

無収縮モルタル

０ｍｍ ～ ４０ｍｍ 厚 ２ｃｍ 配 合 １：２

０. ９５ ０. １７ ０. ８５

（ｍ2） （ｍ3） （ｍ2）材 料 再 生 砕 石 コンクリート モルタル上塗

材 料 表

区 分縮 尺

特 記 事 項仕 様

平 面 図

横 断 図 縦 断 図

底 部 工 (1.0ヶ所当たり)

インバートの縦断勾配は管底間のすりつけ段差が５㎝以下の場合は

すりつける。又、段差が５㎝を越える場合は下流管勾配ですりつく

よう上流管側にハンチを設ける。　　　　　　　　　　　　　　　

最下段の足掛金物とインバートの距離は４５㎝以下とする。　　　

６.０ｍを越える場合は深型の使用を検討する。　　　　　　　　

ふた受わく  110

調整リング  50,100,150

斜壁  300,450,600

直壁  300,600,900,1200,1500,1800

躯体ブロック  600,900,1200,1500,1800

１ 号 組 立 マ ン ホ ー ル

名 称

インバートの溝幅は下流管の管径にあわせる。　　　　　　　　　
４
５
０
≧

Ｇ － ２ － １

１８－８



１：３０

１
０
０
２
５

φ
１
２
０
０

１１０ ６００ １１０

８２０

１１０ ６００ １１０

８２０

１００ １２００ １００

９００ ７５７５

３
０
０

３
０
０

１４５０ １４５０

２
０
０ １
５
０２
２
０

マ
ン
ホ
ー
ル
深
さ

Ｄ

インバート

底版

無収縮モルタル

１
０
０

２
５

横 断 図 縦 断 図

平 面 図

名 称

縮 尺 区 分

特 記 事 項仕 様

０ｍｍ ～ ４０ｍｍ 厚 ２ｃｍ 配 合 １：２

（ｍ2） （ｍ3） （ｍ2）材 料 再 生 砕 石 コンクリート モルタル上塗

材 料 表

底 部 工 (1.0ヶ所当たり) １．６５ ０．４１ １．６２

インバートの縦断勾配は管底間のすりつけ段差が５㎝以下の場合は

すりつける。又、段差が５㎝を越える場合は下流管勾配ですりつく

よう上流管側にハンチを設ける。　　　　　　　　　　　　　　　

最下段の足掛金物とインバートの距離は４５㎝以下とする。　　　

６.５ｍを越える場合は深型の使用を検討する。　　　　　　　　

斜壁  300,450,600

調整リング  50,100,150

ふた受わく  110

２ 号 組 立 マ ン ホ ー ル

ふたボルト

ステップ

インバートの溝幅は下流管の管径にあわせる。　　　　　　　　　

Ｇ － ２ － ２

１８－８

直壁  300,600,900,1200,1500,1800

斜壁  300,450,600

躯体ブロック  2400 (900,1200,1500,1800,2100)



１：３０

１１０ ６００ １１０

８２０

１２５ １５００ １２５

９００ ７５７５

１８００

マ
ン
ホ
ー
ル
深
さ

インバート

φ
１
５
０
０

１
２
５
２
５

１１０ ６００ １１０

８２０

１８００

２
０
０ １
５
０２
２
０

底版

３
０
０

３
０
０

Ｄ

無収縮モルタル

０ｍｍ ～ ４０ｍｍ 厚 ２ｃｍ 配 合 １：２

（ｍ2） （ｍ3） （ｍ2）材 料 再 生 砕 石 コンクリート モルタル上塗

材 料 表

底 部 工 (1.0ヶ所当たり) ２．５４ ０．６３ ２．７１

仕 様 特 記 事 項 名 称

縮 尺 区 分

３ 号 組 立 マ ン ホ ー ル

横 断 図

平 面 図

縦 断 図

１
２
５

２
５

インバートの縦断勾配は管底間のすりつけ段差が５㎝以下の場合は

すりつける。又、段差が５㎝を越える場合は下流管勾配ですりつく

よう上流管側にハンチを設ける。　　　　　　　　　　　　　　　

最下段の足掛金物とインバートの距離は４５㎝以下とする。　　　

７.５ｍを越える場合は深型の使用を検討する。　　　　　　　　

３
０
０

３
０
０

ふた受わく  110

調整リング  50,100,150

斜壁  300,450,600

躯体ブロック  2400

ふたボルト

ステップ

インバートの溝幅は下流管の管径にあわせる。　　　　　　　　　

Ｇ － ２ － ３

１８－８

直壁  300,600,900,1200,1500,1800

斜壁　300,450,600

（1200,1500,1800,2100）



１：２５

インバート

底版

１
３
０１
７
０

３
０
０

１００

７５０７５ ７５

１０％
Ｄ

マ
ン
ホ
ー
ル
深

ふたボルト

ステップ

３
０
０

３
０
０

１
５
０

３
０
０

２
０
０

９５０ ９５０

１１０ ６００ １１０

８２０

１１０ ６００ １１０

８２０

無収縮モルタル

φ
７
５
０

７
５
２
５

２
５
７
５

０. ７１ ０. １１ ０. ５４

横 断 図

平 面 図

縦 断 図

仕 様 特 記 事 項

縮 尺 区 分

０ 号 組 立 マ ン ホ ー ル
インバートの縦断勾配は管底間のすりつけ段差が５㎝以下の場合は

すりつけ、段差が５㎝を越える場合は５㎝のすりつけハンチを設け

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

最下段の足掛金物とインバートの距離は４５㎝以下とする。　　　

０ｍｍ ～ ４０ｍｍ 厚 ２ｃｍ 配 合 １：２

（ｍ2） （ｍ3）材 料 再 生 砕 石 コンクリート モルタル上塗

材 料 表

底 部 工 (1.0ヶ所当たり)

斜壁  300,450,600

直壁  300,600,900,1200,1500,1800

躯体ブロック  600,900,1200,1500,1800

名 称

ふた受わく  110

調整リング  50,100,150

インバートの溝幅は下流管の管径にあわせる。　　　　　　　　　

Ｇ－２－４

１８－８



１：２０

インバートの縦断勾配は管底間のすりつけ段差が５㎝以下の場合は

すりつける。又、段差が５㎝を越える場合は下流管勾配ですりつく

よう上流管側にハンチを設ける。

最下段の足掛金物とインバートの距離は４５㎝以下とする。

１１０ ６００ １１０

８２０

躯体幅

Ｄ

１０％
インバート

１１０ ６００ １１０

８２０

躯体幅

６
０
０

９００

７５ ７５

１５０

３
０
０

３
０
０

３
０
０

２
０
０
１
７
０

ステップ

マ
ン
ホ
ー
ル
深

無収縮モルタル

６
０
０

６００

０ｍｍ ～ ４０ｍｍ 厚 ２ｃｍ 配 合 １：２

（ｍ2） （ｍ3） （ｍ2）材 料 再 生 砕 石 コンクリート モルタル上塗

材 料 表

底 部 工 (1.0ヶ所当たり)

仕 様 特 記 事 項

縮 尺 区 分

横 断 図

縦 断 図

平 面 図

調整リング  50,100,150

斜壁  450,600

躯体ブロック  600,900,1200

直壁  300,600,900,1200

名 称

ふたボルト
ふた受わく  110

インバートの溝幅は下流管の管径にあわせる。

０．７３ ０．１１ ０．６２

Ｇ － ２ － ５

１８－８

９００

楕 円 １ 号 組 立 マ ン ホ ー ル



６００ １１０

８２０

９００ ７５７５

マ
ン
ホ
ー
ル
深
さ

６００ １１０

８２０

無収縮モルタル

仕 様 特 記 事 項 名 称

縮 尺 区 分

横 断 図
平 面 図 縦 断 図

インバートの縦断勾配は管底間のすりつけ段差が５㎝以下の場合は

すりつける。又、段差が５㎝を越える場合は下流管勾配ですりつく

よう上流管側にハンチを設ける。　　　　　　　　　　　　　　　

最下段の足掛金物とインバートの距離は４５㎝以下とする。　　　

１８００ １６０

底版

１
６
０

φ
１
８
０
０

１
６
０

４ 号 組 立 マ ン ホ ー ル

３
０
０

３
０
０

３
０
０

１１０ １１０

インバート

１６０

０ｍｍ ～ ４０ｍｍ 厚 ２ｃｍ 配 合 １：２

（ｍ2） （ｍ3） （ｍ2）材 料 再 生 砕 石 コンクリート モルタル上塗

材 料 表

底 部 工 (1.0ヶ所当たり) ３．５３ １．３７

１：４０

４．０３

１８００ １６０１６０

ふた受わく  110

調整リング  50,100,150

斜壁  300,450,600

直壁  1500,2100,2400

躯体ブロック  1500,2100,2400

25
0

38
2

ふたボルト

ステップ

インバートの溝幅は下流管の管径にあわせる。　　　　　　　　　

Ｇ － ２ － ６

１８－８

直壁  300,600,900,1200,1500,1800

床版　300



６００ １１０

８２０

９００７５

マ
ン
ホ
ー
ル
深
さ

６００ １１０

８２０

無収縮モルタル

０ｍｍ ～ ４０ｍｍ 厚 ２ｃｍ 配 合 １：２

（ｍ2） （ｍ3） （ｍ2）材 料 再 生 砕 石 コンクリート モルタル上塗

材 料 表

底 部 工 (1.0ヶ所当たり)

仕 様 特 記 事 項 名 称

縮 尺 区 分

横 断 図
平 面 図 縦 断 図

インバートの縦断勾配は管底間のすりつけ段差が５㎝以下の場合は

すりつける。又、段差が５㎝を越える場合は下流管勾配ですりつく

よう上流管側にハンチを設ける。　　　　　　　　　　　　　　　

最下段の足掛金物とインバートの距離は４５㎝以下とする。　　　

３
０
０

３
０
０

底版

７５

３
０
０

２２００ １９０

２２００ １９０

１
９
０

１
９
０

φ
２
２
０
０

５ 号 組 立 マ ン ホ ー ル

３
０
０

１９０

１９０

５．２３ ２．１４ ６．０１

１１０

インバート

１：４０

躯体ブロック  1500,2100,2400

ふた受わく  110

調整リング  50,100,150

斜壁  300,450,600

直壁  300,600,900,1200,1500,1800

直壁  1500,2100,2400

１１０

2
8
0

3
8
2

ふたボルト

ステップ

インバートの溝幅は下流管の管径にあわせる。　　　　　　　　　

Ｇ － ２ － ７

１８－８

床版　300



中間スラブ　　　最下段　管底より２．５ｍに設置

名 称

縮 尺 区 分

特 記 事 項仕 様

110 600

820

110

75 900 75

100 1,200 100

125 1,200 125

無収縮モルタル

ふた・受枠

蓋ボルト

調整リング

斜壁

直壁

斜壁

直壁

直壁

底版

110 600

820

110

75 900 75

無収縮モルタル

ふた・受枠

蓋ボルト

調整リング

斜壁

直壁

斜壁

直壁

直壁

底版

125 1,200 125

110 600

820

110

75 900 75

100 1,200 100

無収縮モルタル

ふた・受枠

蓋ボルト

調整リング

斜壁

直壁

斜壁

直壁

直壁

底版

100 1,200 100

６．５ｍ≦Ｈ≦８．０ｍ ８．０ｍ＜Ｈ≦１０．５ｍ １０．５ｍ＜Ｈ≦１２．０ｍ

125 1,200 125

１：６０

２号組立マンホール（中間スラブ、深形）

中間スラブ　　　ＧＬ－４ｍに設置

中間スラブ　　　最上段　ＧＬ－４．０ｍに設置

躯体ブロック

（深形の使用を検討）

直壁

躯体ブロック

直壁

直壁

躯体ブロック

（深形の使用を検討）

（深形の使用を検討）

（深形の使用を検討）

（深形の使用を検討）

（深形の使用を検討）

（深形の使用を検討）

（深形の使用を検討）

踊り場直壁床版より上に２本ステップを設ける。　　　　　　　　

中間スラブ　　　上　段　残りを等分の位置に設置

中間スラブ　　　下　段　最上段－４．０ｍに設置

Ｇ － ２ － ８

踊り場直壁（ＦＲＰ製格子蓋付）

踊り場直壁（ＦＲＰ製格子蓋付）

踊り場直壁（ＦＲＰ製格子蓋付）

踊り場直壁（ＦＲＰ製格子蓋付）

踊り場直壁（ＦＲＰ製格子蓋付）

踊り場直壁床版にはＦＲＰ製格子蓋を設ける



名 称

縮 尺 区 分

特 記 事 項仕 様

110 600

820

110

75 900 75

無収縮モルタル

ふた・受枠

蓋ボルト

調整リング

斜壁

直壁

斜壁

直壁

直壁

底版

６．５ｍ≦Ｈ≦８．０ｍ ８．０ｍ＜Ｈ≦１０．５ｍ １０．５ｍ＜Ｈ≦１２．０ｍ

１：６０

中間スラブ　　　ＧＬ－４ｍに設置

中間スラブ　　　最下段　管底より２．５ｍに設置

中間スラブ　　　最上段　ＧＬ－４．０ｍに設置

150 1501,500

125 1251,500

110 600

820

110

75 900 75

無収縮モルタル

ふた・受枠

蓋ボルト

調整リング

斜壁

直壁

斜壁

直壁

直壁

底版

125 1251,500

110 600

820

110

75 900 75

無収縮モルタル

ふた・受枠

蓋ボルト

調整リング

斜壁

直壁

斜壁

直壁

直壁

底版

125 1251,500

150 1501,500

150 1501,500

３号組立マンホール（中間スラブ、深形）

躯体ブロック

直壁

躯体ブロック

躯体ブロック

（深形の使用を検討）
（深形の使用を検討）

（深形の使用を検討）

（深形の使用を検討）

（深形の使用を検討）

（深形の使用を検討）

踊り場直壁床版より上に２本ステップを設ける。　　　　　　　　

中間スラブ　　　上　段　残りを等分の位置に設置

中間スラブ　　　下　段　最上段－４．０ｍに設置

Ｇ － ２ － ９

踊り場直壁（ＦＲＰ製格子蓋付）

踊り場直壁（ＦＲＰ製格子蓋付）

踊り場直壁（ＦＲＰ製格子蓋付）

踊り場直壁（ＦＲＰ製格子蓋付）

踊り場直壁（ＦＲＰ製格子蓋付）

踊り場直壁床版には、ＦＲＰ製格子蓋を設ける　　　　　　　　



１
５
０
１
０
０

Ｄ

Ｔ

Ｂ

Ｄ Ｂ Ｔ

本管内径

プレーンエンド直管

副管用支管

９０゜曲管

再生砕石

副管部

接着剤使用

仕 様 特 記 事 項 名 称

縮 尺 区 分

管渠の上流と下流との管底差が６０㎝以上の場合、副管を設ける。

摘 要

副 管 部 数 値 表

縦 断 面 図 平 面 図

管
底
差

標 準 副 管 付 人 孔

塩ビカラー

副管管底

上流管底

副
管
高
　
Ｈ

３００

２００

５００

４５０２５０

４００

５００

４５０

４００

３５０

本管内径

本管内径

本管内径

本管内径

６００ｍｍ以上

４５０ ～ ５００ｍｍ

２５０ ～ ４００ｍｍ

２００ｍｍ

１５０ｍｍ

１５０ ３５０

３００１００ ３００

Ｈ１８．７　改正

Ｇ－２－１０



１
５
０
１
０
０

Ｄ

Ｔ

Ｂ

Ｄ Ｂ Ｔ

プレーンエンド直管

塩ビカラー

再生砕石

副管部

接着剤使用

仕 様 特 記 事 項 名 称

縮 尺 区 分

管渠の上流と下流との管底差が６０㎝以上の場合、副管を設ける。

摘 要

副 管 部 数 値 表

縦 断 面 図 平 面 図

塩ビカラー
管
底
差

管 頂 副 管 付 人 孔

副管用支管

副管用支管

副
管
高
　
Ｈ

Ｇ－２－１１

Ｈ１８．７　改正

１５０ ３５０

２００ ４００

２５０

３００ ５００

４５０

本管内径 ２００ｍｍ

本管内径

本管内径

本管内径

４５０ ～ ５００ｍｍ

３５０

４００

４５０

５００ ６００ｍｍ以上

２５０ ～ ４００ｍｍ

本管内径１００ ３００ ３００ １５０ｍｍ



副 管 用 止 金 具　ＳＵＳ３０４　ゴ ム 付

１５０，２００ ・・・・・・ 厚 ３　幅 ３２

２５０，３００ ・・・・・・ 厚 ３　幅 ５３

Ｄ

副管用止金具

塩ビカラー

プレーンエンド直管

副管用止金具

９０゜曲管

キャップ

接着剤

縦 断 面 図

仕 様 特 記 事 項

縮 尺 区 分

内 副 管 人 孔

Ｄ

ゴム付

塩ビ管

取 付 金 具 詳 細 図

管
底
差

副
管
高

名 称

内副管用マンホール継手

管渠の上流と下流との管底差が６０㎝以上の場合、副管を設ける。

副管径は本管径と同じとする。

タイトアンカー　８Ｍ×５０Ｌ

Ｇ－２－１２



１：３０

仕 様 特 記 事 項 名 称

縮 尺 区 分

ｔ

２
４
０

２
５
０

４
１
５

３
０
７

８
９

１
５
０

８
１
１

３
１
６

３００

管
底

差

副
 管
 高
＝
９
６
１
＋
ｔ

５

副管用支管

塩ビカラー

９０゜曲管

プレーンエンド直管

接着剤使用 副管内径３００ｍｍ取付詳細図（取付最小寸法）

1
5
0 1
0
0

副 管 径 摘 要

本管内径600mm以上300mm

Ｇ－２－１３



５０

４ φ２２ ４

スリップ止

１
０
０
 
～
 
１
５
０

１
５
０
 
～
 
２
０
０

φ２２

４００

３
０
０１５０

３
０
０２００

φ３０

名 称

縮 尺 区 分

足 掛 金 物 （ 両 足 ）

特 記 事 項仕 様

幅 ４００ …… ２２φ　ＳＵＳ３０４

１：３ Ｇ－２－１４



仕 様 特 記 事 項

縮 尺 区 分

１：１５

名 称

平 塚 市 型 塩 ビ 製 マ シ ン ホ ー ル 設 置 標 準 図

平塚市型塩ビ製マシンホール設置標準図
Ｔ－１４のマークを下流方向に合わせることを基本とする。

但し、開蓋時に通行に支障が発生する恐れがある場合、

別方向も可とする。

Ｇ － ３ － １

Ｈ＝２．０ｍまでを標準とする。

本管

Ｄ１

Ｄ２

本管

流れの方向

ｈ

Ｈ

台座リング ３００

内フタ ３００

１
＝
Ｈ
－
ｈ
－

ＫＴ

落
　
差

間詰砂　厚３ｃｍ

鋳鉄製防護ハット

落 差 工

６５０

１
０
０

６５０

６
５
０

６５０

本管

Ｄ１

Ｄ２

本管

流れの方向

ｈ

１
１

Ｈ

台座リング ３００

立上り管 ３００

起 点

ＫＴ

内フタ ３００

間詰砂　厚３ｃｍ

鋳鉄製防護ハット

＝
Ｈ
－
ｈ
－

６
５
０

６５０

１
０
０

砂基礎 砂基礎

砕石基礎　ＲＣ－４０

１
５
０

φ７７０

立上り管 ３００

１
５
０

φ７７０

砕石基礎　ＲＣ－４０



本管
本管

Ｄ１

Ｄ２

本管

流れの方向

ｈ
Ｄ１

Ｄ２

本管

流れの方向

ｈ

Ｈ Ｈ

台座リング ３００

内フタ ３００立上り管 ３００ 立上り管 ３００

ＳＴ

台座リング ３００

内フタ ３００

ＳＴ

中 間 点 （ ス ト レ ー ト ）

縮 尺 区 分

特 記 事 項仕 様

１：１５

１
１

＝
Ｈ
－
ｈ
－

１
１

＝
Ｈ
－
ｈ
－

名 称

平 塚 市 型 塩 ビ 製 マ シ ン ホ ー ル 設 置 標 準 図

平塚市型塩ビ製マシンホール設置標準図
但し、開蓋時に通行に支障が発生する恐れがある場合、

別方向も可とする。

間詰砂　厚３ｃｍ 間詰砂　厚３ｃｍ

本管自在継手

本 管 自 在 継 手 使 用 の 場 合

Ｈ＝２．０ｍまでを標準とする。

Ｔ－１４のマークを下流方向に合わせることを基本とする。

６５０

１
０
０

６５０

１
０
０

６５０

６
５
０

６５０

６
５
０

鋳鉄製防護ハット
鋳鉄製防護ハット

Ｇ － ３ － ２

砂基礎 砂基礎

１
５
０

φ７７０

砕石基礎　ＲＣ－４０

１
５
０

φ７７０

砕石基礎　ＲＣ－４０



本管

本管

Ｄ１

Ｄ２

本管

流れの方向

ｈ
Ｄ１

Ｄ２

本管

流れの方向

ｈ

Ｈ Ｈ

立上り管 ３００

台座リング ３００

内フタ ３００ 立上り管 ３００

台座リング ３００

内フタ ３００

屈 曲 点 （ 曲 り ）

１
１

＝
Ｈ
－
ｈ
－

１
１

＝
Ｈ
－
ｈ
－

縮 尺 区 分

特 記 事 項仕 様

３
０
゜

名 称

平 塚 市 型 塩 ビ 製 マ シ ン ホ ー ル 設 置 標 準 図

平塚市型塩ビ製マシンホール設置標準図

１：１５

１５Ｌ 左　（１５Ｌ 右）
１５Ｌ 右　（１５Ｌ 左）

但し、開蓋時に通行に支障が発生する恐れがある場合、

別方向も可とする。

間詰砂　厚３ｃｍ 間詰砂　厚３ｃｍ

本管自在継手

本 管 自 在 継 手 使 用 の 場 合

Ｔ－１４のマークを下流方向に合わせることを基本とする。

Ｈ＝２．０ｍまでを標準とする。

６５０

６
５
０

６５０

６
５
０

６５０

１
０
０

６５０

１
０
０

鋳鉄製防護ハット
鋳鉄製防護ハット

Ｇ － ３ － ３

砂基礎 砂基礎

１
５
０

φ７７０

砕石基礎　ＲＣ－４０

１
５
０

φ７７０

砕石基礎　ＲＣ－４０



本管

Ｄ１

Ｄ２

本管

流れの方向

ｈ

ＳＴ

本管

Ｄ１

Ｄ２

本管

流れの方向

ＳＴ

ｈ

台座リング ３００

内フタ ３００立上り管 ３００

台座リング ３００

内フタ ３００

１
＝
Ｈ
－
ｈ
－

１

１
＝
Ｈ
－
ｈ
－

１

仕 様 特 記 事 項

縮 尺 区 分

１：１５

名 称

平塚市型塩ビ製マシンホール設置標準図

平 塚 市 型 塩 ビ 製 マ シ ン ホ ー ル 設 置 標 準 図

傾斜（８７‰以下） 傾 斜 （ ８ ７ ‰ ～ ３ ６ ４ ‰ ）

Ｔ－１４のマークを下流方向に合わせることを基本とする。

但し、開蓋時に通行に支障が発生する恐れがある場合、

別方向も可とする。

間詰砂　厚３ｃｍ 間詰砂　厚３ｃｍ

最大 ５%

６５０

６
５
０

６５０

６
５
０

鋳鉄製防護ハット 鋳鉄製防護ハット

６５０

１
０
０

６５０

１
０
０

Ｇ － ３ － ４

砂基礎

砂基礎

１
５
０

φ７７０

砕石基礎　ＲＣ－４０

１
５
０

φ７７０

砕石基礎　ＲＣ－４０

立上り管 ３００



本管

縮 尺 区 分

特 記 事 項仕 様

１：１５

名 称

鋳鉄製蓋

但し、開蓋時に通行に支障が発生する恐れがある場合、

別方向も可とする。

Ｔ－２５のマークを下流方向に合わせることを基本とする。

Ｈ＝２．０ｍまでを標準とする。

レ ジ ン コ ン ク リ ー ト 製 マ シ ン ホ ー ル 設 置 標 準 図

レ ジ ン コ ン ク リ ー ト 製 マ シ ン ホ ー ル 設 置 標 準 図

本管

流れの方向

直壁  300,400,500,600,900

上部壁  200

調整リング  50

管取付け壁  300

30017 17

460

700

2
0
0

700

5
0
0

Ｇ － ３ － ５

基礎 砕石（ ＲＣ－ ４０）



名 称

縮 尺 区 分

人 孔 鉄 蓋 φ ６ ０ ０ （ 平 塚 市 型 ）

特 記 事 項仕 様

Ｔ－１４：区分別途資料参照

基本とする。但し、開蓋時に通行に支障が発生する恐れが

Ｔ－１４、Ｔ－２５のマークを下流方向に合わせることをおすい：汚水　　うすい：雨水　　合流：合流

Ｇ － ４ － １

Ｃ

Ａ

Ｄ

Ｂ

測定箇所

図面寸法

許 容 差 ±3.5

600

Ａ Ｂ

820

±4.0 ±2.5

110

Ｃ Ｄ

760

±4.0

Ｔ－２５：区分別途資料参照

詳細寸法については別途仕様書参照

町名

西暦（４桁）

おすい・農集排：左右袋穴とする
うすい・合流：左右開放穴とする

農集排：農業集落排水事業
ある場合は協議する。



仕 様 特 記 事 項

縮 尺 区 分

名 称

Ｔ－２５のマークを下流方向に合わせることを基本とする。
但し、開蓋時に通行に支障が発生する恐れがある場合、

別方向も可とする。

Ｇ － ４ － ２

マ シ ン ホ ー ル 用 鉄 蓋
詳細寸法・許容差については別途仕様書参照

ＭＬＫＪ

5005580570330最小寸法

測定箇所

Ｍ

Ｋ Ｉ

Ｊ

Ｌ

Ｉ

ゴムリング

内フタ　φ３００（ポリエチレン製）台座リング

測定箇所 Ａ

最小寸法

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

403 360 400 40 386150

Ｇ Ｈ Ｂ

Ａ

Ｆ

枠

ふた

補強リブ

Ｄ

Ｃ

Ｅ

Ｇ

Ｂ

Ｈ

鋳鉄製防護ハット

－ －



Ｔ－２５のマークを下流方向に合わせることを基本とする。

但し、開蓋時に通行に支障が発生する恐れがある場合、

別方向も可とする。

仕 様 特 記 事 項 名 称

レジンマシンホール用鉄蓋

縮 尺 区 分

Ｇ－４－３

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

詳細寸法については別途仕様書参照

測定箇所 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

許 容 差 ±2.5±3.1 ±3.5 ±3.5

410110460300図面寸法



名 称

縮 尺 区 分

特 記 事 項仕 様

本 管 掘 削 断 面 図

本 管 掘 削 断 面 図

管外径

管上３０ｃｍ

掘
削
深
　
Ｈ

管回り埋戻

Ｇ － ５ － １

管基礎：１００ｍｍ～２００ｍｍ

掘 削 幅

路床埋戻

Ａｓ表層工

路盤工



（　）内 数 値 は 長 さ ２０００ ｍｍ 管

［　］内 数 値 は 長 さ ２３６０ ｍｍ 管

Ｄ

Ｌ

Ｌ'

ころび止め

まくら木

Ｄ

４００ ４００

（３００）

［４００］

（３００）

［４００］

Ｄ （ｍｍ）
（Ｌ） （ｍｍ） （Ｌ'） （ｍｍ）

径（ｍｍ）　長 さ（ｍｍ）（ｍｍ）

松 正 割（角）

（ｍｍ）

　２５０ ～ 　３５０ 　６０ × 　６０　４５０ 　１５０

　４００ 　４５０ 　１５０
１２０ × 　９０ 　６０ × 　６０

　４５０ ～ 　６００ 　６００ 　２００

４ × １００

　７００ ～ １０００ 　９００ 　３００

１１００ ～ １２００ １２００ 　４００

１３５０ １５００ 　４００
５ × １５０

１５０ × １２０ 　７５ × 　７５

１５００
１８０ × １５０ 　９０ × 　９０

１５００ 　４００

１６５０ ～ １８００ １８００ 　４００

仕上げ
１０５ × 　７５

くさび材

寸 法 表

内 径
基 礎 巾 くさび材片側長

ま く ら 土 台 基 礎 寸 法 表 ま く ら 土 台 材 料 寸 法 表

丸 く ぎ

ま く ら 土 台 基 礎 工

縮 尺 区 分

特 記 事 項仕 様

末口

横 木 材

生 松 太 鼓 落 し

名 称

１：２０ Ｇ － ５ － ２



（　）内 数 値 は 長 さ ２０００ ｍｍ 管 径

カスガイ

縦木（生松太鼓落し）

ボルト・ナット（角座金付）

ｈ

くさび（松正角）

横木（生松太鼓落し）

縦木（生松太鼓落し）

砂利または砕石

８０（７０） ８３（６０） ８０（７０）

Ｄ

ｈ

Ｌ

ａ

Ｌ'

仕
上
が
り
寸
法

　２５０ ～ 　３５０

　４００

　４５０ ～ 　６００

　７００ ～ １０００

１１００ ～ １２００

１３５０

１５００

１６５０ ～ １８００

（単　位　ｍｍ）

　３００

　４００

　６００

　８００

１０００

１０００

１２００

　４５０

　４５０

　６００

　９００

１２００

１５００

１５００

１８００

１６５

１６５

１８０

２４０

２４０

２４０

３００

３００

１５０

１５０

２００

３００

４００

４００

４００

４００

　３００

（遠心力鉄筋コンクリート管内径２５０～１８００ｍｍ）

くさび長さ（Ｌ'）縦木間隔（ａ）内 径 基 礎 巾（Ｌ） 基 礎 厚（ｈ）

は し ご 胴 木 基 礎 寸 法 表

仕上がり寸法×２以上

仕 様 特 記 事 項

縮 尺 区 分

は し ご 胴 木 基 礎

名 称

１：１５ Ｇ － ５ － ３



Ｈ
Ｈ
１

Ｂ

Ｌ

Ｈ
Ｈ
１
ｔ

Ｄ
ｔ

抱きコンクリート

敷きコンクリート

いんろう継手

ゴムリング

Ｄ

ｔ

ｔ

Ｂ１

１００

Ｈ
２

Ｈ
２

特 記 事 項

縮 尺 区 分

１：２０

仕 様

１００

名 称

遠心力鉄筋コンクリート管９０゜固定基礎

Ｇ － ５ － ４



特 記 事 項

縮 尺 区 分

仕 様

　 ２５０

１, ０００

１, １００

１, ２００

１, ３５０

１, ５００

１, ６５０

１, ８００

２, ０００

　 ３００

　 ３５０

　 ４００

　 ４５０

　 ５００

　 ６００

　 ７００

　 ８００

　 ９００

２, ２００

２, ４００

２, ０００

２, ０００

２, ０００

２, ４３０

２, ４３０

２, ４３０

２, ４３０

２, ４３０

２, ４３０

２, ３６０

２, ３６０

２, ３６０

２, ３６０

２, ３６０

２, ３６０

１, ３００

　 ４５０

　 ５００

　 ５５０

　 ５５０

　 ６００

　 ６５０

　 ７５０

１, ０５０

１, ４００

１, ６００

１, ７５０

１, ９００

２, １００

　２８

　３０

　３２

　３８

　４２

　５０

　５８

　６６

　７５

　８２

　８８

　９５

１０３

１１２

１２０

１２７

１４５

１６０

１７５

２, ３００

２, ４５０

２, ６００

　３５

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

２００

２００

２００

２００

２００

２００

２００

２００

２００

２００

１００

１５０

１５０

１５０

１５０

２００

２５０

３００

３５０

１００

１００

２００

２００

２００

２５０

２５０

２５０

３００

３００

３５０

　７０

　８０

　９０

１１０

　５０

１２０

１９０

２８０

３７０

　６０

　７０

１４０

１６０

１８０

２１０

２３０

２６０

３１０

３４０

４１０

　３. ００

　３. ２０

　３. ４０

　４. ４０

　４. ６０

　４. ８０

　５. ２０

　６. ４０

　６. ８０

　７. ２０

　７. ６０

１０. ２０

１１. ６０

１２. ２０

１２. ８０

１４. ４０

１５. ２０

　０. ６０

　０. ６９

　０. ７８

　１. ０５

　１. １７

　１. ３０

　１. ５６

　２. ２４

　２. ５９

　２. ９５

　３. ５１

　４. ５３

　５. ００

　５. ９３

　６. ７１

　８. ４３

　９. ６７

１０. ９０

１３. １２

１４. ３７

０. ９８

１. ０５

１. １３

１. １３

１. ２０

１. ２８

１. ４３

１. ５８

１. ７３

１. ８８

２. ８０

３. ００

３. ２０

３. ６０

３. ９０

４. ２０

４. ６０

５. ００

５. ３０

５. ６０

Ｂ型管

Ｂ型管

Ｂ型管

Ｂ型管

Ｂ型管

Ｂ型管

Ｂ型管

Ｂ型管

Ｂ型管

Ｃ型管

Ｃ型管

Ｃ型管

Ｃ型管

Ｃ型管

Ｃ型管

Ｄ Ｌ Ｂ Ｈ
コンクリート 再生砕石

１, ５００

　 ６５０

　 ７００

　 ７５０

　 ７５０

　 ８００

　 ８５０

　 ９５０

１, ０５０

１, １５０

１, ２５０

１, ４００

１, ６００

１, ８００

１, ９５０

２, １００

２, ３００

２, ５００

２, ６５０

２, ８００

２, ４３０

２, ４３０

２, ４３０

２, ４３０

２, ４３０

　 ８５０

　 ９５０

１, ２００

１５０

１６０

１７０

２２０

２３０

２４０

２６０

３２０

３４０

３６０

３８０

４４０

４６０

４８０

５１０

５８０

６１０

６４０

７２０

７６０

　８. ８０

　９. ２０

　９. ６０

Ｂ型管

Ｂ型管

Ｂ型管

Ｂ型管

Ｂ型管

Ｈ1＋Ｈ2
（ｍ2／１０ｍ）

型 枠

（ｍ3／１０ｍ） （ｍ3／１０ｍ）
備 考

寸 法 表

Ｂ1 Ｈ1 Ｈ2ｔ

名 称

遠心力鉄筋コンクリート管９０゜固定基礎寸法

Ｇ － ５ － ５



Ｈ
Ｈ
１

Ｂ

Ｌ

Ｈ
Ｈ
１
ｔ

Ｄ
ｔ

敷きコンクリート

いんろう継手

ゴムリング

Ｈ
２

Ｈ
２

Ｄ

ｔ

ｔ

Ｂ１

１００１００

特 記 事 項

縮 尺 区 分

１：２０

仕 様

抱きコンクリート

名 称

遠心力鉄筋コンクリート管１８０゜固定基礎

Ｇ － ５ － ６



特 記 事 項

縮 尺 区 分

仕 様

寸 法 表

　 ２５０

１, ０００

１, １００

１, ２００

１, ３５０

１, ５００

１, ６５０

１, ８００

２, ０００

　 ３００

　 ３５０

　 ４００

　 ４５０

　 ５００

　 ６００

　 ７００

　 ８００

　 ９００

２, ２００

２, ４００

２, ０００

２, ０００

２, ０００

２, ４３０

２, ４３０

２, ４３０

２, ４３０

２, ４３０

２, ４３０

２, ３６０

２, ３６０

２, ３６０

２, ３６０

２, ３６０

２, ３６０

１, ６００

　 ５５０

　 ６００

　 ６５０

　 ７００

　 ７５０

　 ８００

　 ９００

１, ０５０

１, ２００

１, ３５０

１, ４５０

１, ７５０

１, ９００

２, １００

２, ３５０

２, ５００

　２８

　３０

　３２

　３８

　４２

　５０

　５８

　６６

　７５

　８２

　８８

　９５

１０３

１１２

１２０

１２７

１４５

１６０

１７５

２, ８００

２, ９６０

３, ２３０

　３５

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

２００

２００

２００

２００

２００

２００

２００

２００

２００

２００

１００

１５０

１５０

１５０

１５０

２００

２５０

３００

３５０

１００

１００

２００

２００

２００

２５０

２５０

２５０

３００

３００

３５０

　 ７３０

　 ７９０

　 ８９０

　 ９５０

１, ７３０

　 ２６０

　 ２８０

　 ３１０

　 ３９０

　 ４２０

　 ４５０

　 ５００

　 ６１０

　 ６７０

　５. ２０

　５. ６０

　６. ２０

　７. ８０

　８. ４０

　９. ００

１０. ００

１２. ２０

１３. ４０

１４. ６０

１５. ８０

１７. ８０

１９. ００

２０. ６０

２２. ４０

２５. ００

２６. ６０

２９. ００

３２. ２０

３４. ６０

　１. ０４

　１. １７

　１. ３３

　１. ８４

　２. ０３

　２. ２１

　２. ５８

　３. ７７

　４. ５９

　５. ４７

　６. ０４

　７. ８２

　８. ９７

１０. ０３

１１. ７１

１５. ２５

１６. ６２

１９. ８９

２２. １３

２６. ２０

１. １３

１. ２０

１. ２８

１. ３５

１. ４３

１. ５０

１. ６５

１. ８８

２. １０

２. ３３

３. ３０

３. ６０

３. ９０

４. ２０

４. ６０

５. １０

５. ４０

６. ００

６. ３２

６. ８６

Ｂ型管

Ｂ型管

Ｂ型管

Ｂ型管

Ｂ型管

Ｂ型管

Ｂ型管

Ｂ型管

Ｂ型管

Ｃ型管

Ｃ型管

Ｃ型管

Ｃ型管

Ｃ型管

Ｃ型管

Ｄ Ｌ Ｂ Ｈ
コンクリート 再生砕石

１, ０３０

１, １２０

１, ２５０

１, ３３０

１, ４５０

１, ６１０

１, ３８０

１, ２６０

１, １５０

１, ０３０

　 ５３０

　 ５９０

　 ６４０

　 ７００

　 １６０

　 １８０

　 ２１０

　 ２４０

　 ２７０

　 ３００

　 ３５０

　 ４１０

　 ４７０

　 ７８０

　 ８７０

　 ９５０

２, ４３０

２, ４３０

２, ４３０

２, ４３０

２, ４３０

１, ８００

　 ７５０

　 ８００

　 ８５０

　 ９００

　 ９５０

１, ２５０

１, ４００

１, ５５０

１, ６５０

１, ９５０

２, １００

２, ３００

２, ５５０

２, ７００

３, ０００

３, １６０

１, ０００

１, １００

Ｂ型管

Ｂ型管

Ｂ型管

Ｂ型管

Ｂ型管

３, ４３０

Ｂ1 Ｈ1 Ｈ2 Ｈ1＋Ｈ2
型 枠

備 考
（ｍ2／１０ｍ） （ｍ3／１０ｍ） （ｍ3／１０ｍ）

ｔ

名 称

遠心力鉄筋コンクリート管１８０゜固定基礎寸法

Ｇ － ５ － ７



Ｈ
Ｈ
１

Ｈ
２

Ｂ

Ｌ

Ｈ
Ｈ
１
ｔ

Ｄ
ｔ

抱きコンクリート

敷きコンクリート

いんろう継手

ゴムリング

Ｄ

ｔ

ｔ

Ｈ
２

Ｂ１

１００ １００

特 記 事 項

縮 尺 区 分

１：２０

仕 様 名 称

遠心力鉄筋コンクリート管３６０゜固定基礎（無筋）

Ｇ － ５ － ８



ｊ Ｋ ｊ

２
０
０

３Ｒ

１Ｒ

２Ｒ

２００ ２００

１
５
０

ｈ
２

ｈ
１

１００ ｂ１ １００

ｂ２

１Ｒ Ｒ３

ｈ
３

Ｄ

ｔ

ｔ

Ｋ ｊ

２
０
０

１Ｒ

２Ｒ

２００

ｈ
２

ｈ
１

１Ｒ Ｒ

ｈ
３

ｂ１

ｂ１

Ｄ

ｊ
Ｋ

ｔ

ｔ
鉄筋組立図

鉄筋材料表

Ｒ１（１ｍ当たり）
記号

（１ｍ当たり）２Ｒ （１ｍ当たり）３Ｒ

Ｄ ｔ ｊ Ｋｂ２ ｈ１ ｈ２ ｈ３

Ｒ１（１ｍ当たり）

鉄筋材料表

記号

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

０. ９９５

０. ９９５

０. ９９５

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１６

０. ９９５

０. ９９５

１. ５６０

（１ｍ当たり）２Ｒ

Ｄ１６

Ｄ１６

１. ５６０

１. ５６０ Ｄ１３

Ｄ１３

０. ９９５

０. ９９５

２０

２４

２８

３２

１９. ９００

２３. ８８０

４３. ６８０

４９. ９２０

Ｄ６００

Ｄ７００

Ｄ８００

Ｄ９００

５０

５８

６６

７５

８２ １７８０

１２００

１４２０

１５４０

１６６０

１２００

１４２０

２０. ０００

２４. ４００

２６. ８００

２９. ２００

３１. ６００Ｄ１０００

Ｄ６００

Ｄ７００

Ｄ８００

Ｄ９００

Ｄ１０００

　６００

　７００

　８００

　９００

１０００

１０００

１２２０

１３４０

１４６０

１５８０

１５０ 　６００（＝３×２００）

　８００（＝４×２００）

１０００（＝５×２００）

１２００（＝６×２００）

　６. １５２

　９. ６５４

１１. １３４

１２. ６５７

１４. ３２３

１０

１０

１０

１０

１０

（再生砕石）

（再生砕石）

２
０
０

鉄筋組立図

（管 渠 ： ３６０゜固 定 基 礎）寸 法 お よ び 材 料 

（管 渠 ： ３６０゜固 定 基 礎）寸 法 お よ び 材 料 

材 料 表寸 法 表

鉄 筋 径 本 数 鉄 筋 径 本 数 １本当たり長さ(mm) 鉄 筋 径 本 数 １本当たり長さ(mm) 形 状

コンクリート(m3) 型わく(m2)

（１０ｍ当たり）（単 位　ｍｍ）

ｂ１
記 号

Ｄ ｔ ｊ Ｋｂ２ ｈ１ ｈ２ ｈ３

材 料 表寸 法 表

コンクリート(m3) 型わく(m2)

（１０ｍ当たり）（単 位　ｍｍ）

ｂ１
記 号

鉄 筋 径 本 数 鉄 筋 径 本 数 １本当たり長さ(mm) 形 状

縦 方 向 鉄 筋 横 方 向 鉄 筋

縦 方 向 鉄 筋 横 方 向 鉄 筋 横 方 向 鉄 筋

仕 様 特 記 事 項

縮 尺 区 分

名 称

遠心力鉄筋コンクリート管３６０゜固定基礎寸法（有筋）

　　　　　　　鉄筋の種類　　　　ＳＤ３４５

７０ ７０

７
０

２
０
０

７０ ７０

７
０

７
０

ｊ

ｊ

７
０

（Ｄ４００以上） （Ｄ３５０以下）

基礎材(m2)

基礎材(m2)

コンクリート管本数

ＪＩＳ　Ａ　５３０３

遠心力鉄筋コンクリート管

（１種）を使用

摘 要

コンクリート管本数

４．１

４．１

遠心力鉄筋コンクリート管

（１種）を使用

ＪＩＳ　Ａ　５３０３

摘 要

４．１

４．１

４．１

２００

２００

２００

２００

１３０

１４０

１６０

１２０

１２００（＝６×２００）

１２．０００

１４．２００

１５．４００

１６．６００

１７．８００

２４ ３７．４４０

２１９０

２６３０

２８７０

３１１０

３３５０

２１．７９１

２６．１６９

２８．５５７

３０．９４５

３３．３３３

４１．６９１

５０．０４９

６５．９９７

７４．６２５

８３．２５３

１００ ｂ１ １００

ｂ２

２
０
０

２

２００

設計基準強度　基礎コンクリート　σck＝１８Ｎ／mm2

Ｄ６００以上

Ｄ５００以下

単 位 質 量(kg/m) 質  量(kg) 単 位 質 量(kg/m) 質  量(kg) 単 位 質 量(kg/m) 質  量(kg)
鉄筋総質量(kg)

鉄筋総質量(kg)
質  量(kg)単 位 質 量(kg/m)質  量(kg)単 位 質 量(kg/m)

１５４０

１６６０

１７８０

１０００

１２２０

１３４０

１４６０

１５８０

Ｄ２５０

Ｄ３００

Ｄ３５０

５

５

５

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

０. ９９５

０. ９９５

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

０. ９９５

０. ９９５

０. ９９５

５

５

５　７. ９６０

０. ９９５

０. ９９５

Ｄ４００

Ｄ４５０

Ｄ５００

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１６

０. ９９５

０. ９９５

１. ５６０ １５. ６００

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

５

５

５

Ｄ１３

Ｄ１３

５

５

０. ９９５

０. ９９５

０. ９９５ Ｄ１３ ５

０. ９９５

０. ９９５

０. ９９５

　６

　６

　８

１０

１０

１０

　５. ９７０

　５. ９７０

　９. ９５０

　９. ９５０

３８０

４２０

４８０

６４０

７００

７６０

１．８９１

２．０９０

２．３８８

３．１８４

３．４８３

３．７８１

１２３０

１３１０

１４３０

１７５０

１８７０

１９９０

６．１１９

６．５１７

７．１１４

８．７０６

９．３０３

９．９００

１３．９８０

１４．５７７

１７．４６２

２１．８４０

２２．７３６

２９．２８１

０. ９９５ ０. ９９５

Ｄ２５０

Ｄ３００

Ｄ３５０

２５０

３００

３５０

４００

４５０

Ｄ４００

Ｄ４５０

Ｄ５００ ５００

２８

３０

３２

３５

３８

４２

５２０

５６０

６２０

７８０

８４０

９００

１０４０

１１００

　７２０

　７６０

　８２０

　９８０

　６７０

　７１０

　７７０

　９３０

　９９０

１０５０

５２０

５６０

６２０

７８０

８４０

９００

２００

４００（＝２×２００）

４００（＝２×２００）

１. ９６９ １０. ４００

２. １１８ １１. ２００

２. ４９８ １２. ４００

４. ３４９ １５. ６００

４. ８８３ １６. ８００

５. ４２１ １８. ０００

１００

１００

１００

１５０

１５０

１５０

５．０

５．０

５．０

４．１

４．１

４．１

１４０

１２０

１５０

１８０

３８０（＝２×１９０）

４２０（＝２×２１０）

４００（＝２×２００）

７．２００

７．６００

８．２００

９．８００

１０．４００

１１．０００

１００ ５．０

５Ｄ１３Ｄ１３ Ｄ１３ ０. ９９５５　６ 　５. ９７００. ９９５ ０. ９９５

Ｄ２００

Ｄ２００

２００ ２７ ４６０ 　６６０ 　６１０ ４６０ ３２０（＝２×１６０） １. ６０９ ６．６００ 　９．２００

３２０ １．５９２ １１１０ ５．５２２ １３．０８４

Ｇ － ５ － ９



敷きモルタル

２
０

砕石基礎工

基礎コンクリート

１１００ × １１００ ～ ２０００ × ２０００ ま で

２０００ × ２０００ ～ ３５００ × ２５００ ま で ２００ ２５０

１５０ ２００

１００ １５０

ｔ１ ｔ２

斜壁

連結直壁

足掛金物

Ｗ＝４００

蓋

（Ｂ×Ｈ）

Ｂ

Ｈ

　６００ × 　６００ ～ １０００ × １０００ ま で

製 品 基 礎 工 ボックスカルバート部マンホール図

区 分縮 尺

特 記 事 項仕 様

１：２０

ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト 基 礎 工

呼 び 寸 法

基 礎 の 厚 さ

ｔ
2
ｔ
1

マ ン ホ ー ル 付 ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト の 足 掛 金 物 は

民 地 側 に 設 置 す る 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

名 称

１００１００

マンホール立ち上がりに製品使用の場合

ＢＯＸ内法（Ｂ）

７００＜Ｂ≦８００　０号マンホール

９００≦Ｂ　　　　　１号マンホール

７００≧Ｂ　　　　　　楕円マンホール（足掛を側面に取付ける）

を使用する。

ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト 部 マ ン ホ ー ル 図

Ｇ－５－１０



名 称

縮 尺 区 分

特 記 事 項仕 様

下水道用硬質塩化ビニル管　ゴム輪受口片受け　直管

Ｌ

ｔ

ｄＤ

標 線

Ｇ － ６ － １

単 位 ： ｍｍ

ｄ ｔ呼び径　Ｄ

２００

３００

１００ １０６ ３．０

１５０ １６０ ５．０

２１４ ７．０

２５０ ２６６ ８．０

３１８ ９．０

４０００

４０００

４０００

４０００

４０００

有効長　Ｌ

４００ ４２４ １２．０ ４０００

６００

５００ ５３０ １５．０

６３４ ４０００

４０００

４０００

４０００

３５０ １１．０３７２

４５０ ４７６ １３．０

１８．０



名 称

縮 尺 区 分

特 記 事 項仕 様

ヒューム管　外圧管１種（Ｂ形）

Ｇ － ６ － ２

Ｌ

Ｄ

ｔ

ｄ
２

ｄ
１

呼び径　Ｄ

６００

５００

ｄ１ ｔｄ２ 有効長　Ｌ

２００

２５０

３００

３５０

４００

４５０

７００

８００

３１６

３７０

４２４

４８２

５４４

６０６

６７２

８０４

９３６

１０６８

２７．０

２８．０

３０．０

３２．０

３５．０

３８．０

４２．０

５０．０

５８．０

６６．０

２５４

３０６

３６０

４１４

４７０

５２６

５８４

７００

８１６

９３２

２０００

２４３０

２０００

２０００

２０００

２４３０

２４３０

２４３０

２４３０

２４３０

９０

９５

１００

１０５

１１０

９０

９０

９０

９５

９５

単 位 ： ｍｍ

２４３０

２４３０

２４３０

２４３０

２４３０

９００

１０００

１１００

１２００

１３５０ １７６８

７５．０

８２．０

８８．０

９５．０

１０３．０

１１５

１２０

１２５

１３０

１３５

１２０４

１３３２

１４５８

１５８６

１０５０

１１６４

１２７６

１３９０

１５５６



ＩＰ表示の絵

曲管は切管使用不可

４２０

Ｆ

Ｒ

Ｌ

Ｚ２

Ｌ

Ｚ１

Ｒ

２９０

Ｚ２Ｚ１ＬＤ’

２１６２００

単 位 ： ｍｍ

Ｆ

Ｄ
 
’

４２０

Ｆ

Ｄ
 ’

Ｒ

Ｌ

Ｚ２

Ｌ

Ｚ１

Ｒ

２９０

Ｚ２Ｚ１ＬＤ’

２１６２００

単 位 ： ｍｍ

Ｆ

地表部にＩＰ杭設置
地表部にＩＰ杭設置

２,０７３ ２,０５８ １,９５３ １８,１０５ ２,０９１ ２,０７６ １,９７１ ９,０５３

呼び径 呼び径

仕 様 特 記 事 項 名 称

縮 尺 区 分

１：２０

ＳＲＡ　１１1／4゚ ベ ン ド（略 号 －ＳＲＡ １１ Ｂ） ＳＲＡ　２２1／2゚ ベ ン ド（略 号 －ＳＲＡ ２２ Ｂ）

２２1／
2゚

１１1／4゚

曲 管　１１1／4゚ ，２２1／2゚

Ｇ － ６ － ３



ポーラスパイプ（平塚市型ＰＥ）

　５０

　７５

１００

　６０

　８９

１１４

　５６

　８３

１０７

ｔ

φ
Ｄ

１５０ ３７００（有 孔 部） １５０

４０００

Ｐ

φＨ

ｔ Ｐφ Ｄ φ ｄ φ Ｈ

単 位 ： ｍｍ

２. ０

３. ０

３. ５

１００

１００

１００

１２

１０

１２

１６

３２

３２

３８

３８

３８

　６０８

１２１６

１２１６

２. ０８

４. ６４

６. ９５

φ
ｄ

Ｐ／2 Ｐ／2

周 方 向

孔 列 数

１ 列 当 り の

孔 数
総 孔 数

参 考 重 量

(kg／本)
呼 び 径

仕 様 特 記 事 項

縮 尺 区 分

名 称

Ｇ － ６ － ４



ポーラスパイプ（平塚市型ＲＲ）

１５０

２００

２５０

１６５

２１６

２６７

１５４

２０２

２５０

ｔ Ｐφ Ｄ φ Ｈ

単 位 ： ｍｍ

１６

２０

２０

２５

２５

２５

３８

３８

３８

３００ ３１８ ２９８ ２０ ２５ ３８

４００ ４２０ ３９５ ２０ ２５ ３８１２. ６

　５. ５

　７. ０

　８. ４

　９. ９

φ ｄ１

１６５

２１６

２６７

３１８

４１８

φ ｄ２

　７５

１００

１２５

１５０

２２０

Ｚ

３９２５

３９００

３８７５

３８５０

３７８０

１００

１００

１００

１００

１００

３７００

３７００

３７５０

３７５０

３７５０

９５０

９５０

９５０

９５０

９５０

１５. ７６

２６. ２９

３９. ０３

５４. ８０

９２. ２４

ｔ

φ
Ｄ

φ
ｄ

Ｐ

３７５０（有 孔 部） １００

Ｚ

φ
ｄ
２

（無孔部） （無孔部）

Ｐ／2Ｐ／2

呼 び 径 Ｌ （ 有 孔 部 ）
周 方 向

孔 列 数

１ 列 当 り の

孔 数
総 孔 数

参 考 重 量

(kg／本)

名 称

縮 尺 区 分

特 記 事 項仕 様

１／５

１１２.５゜ ９０゜

Ｇ － ６ － ５



１：１０

６５０

６
５
０

６５０
１
０
０

３１８

１
５
０

蓋

蓋枠

桝底部

（φ１００）

（φ３００）立上り管

（φ１００）

蓋

（φ３００）立上り管

１ 号 汚 水 （ 塩 ビ ） 桝 （ 三 方 向 ）

仕 様 特 記 事 項

縮 尺 区 分

名 称

汚水管

汚水管

１
５
０

蓋枠

おすい

Ｇ － ７ － １

１ 号 汚 水 （ 塩 ビ ） 桝 （ 三 方 向 ） φ ３ ０ ０ 用

桝
深
　
１
２
０
０

樹脂蓋を標準とするが、破損の恐れがある場合は、

鋳鉄蓋を使用する。

砂基礎

汚水桝深　Ｈ＝１．２ｍを超え２．０ｍ以下とする。



１：１０

６５０

６
５
０

６５０
１
０
０

３１８

１
５
０

蓋

蓋枠

桝底部

（φ３００）立上り管

蓋

（φ３００）立上り管

仕 様 特 記 事 項

縮 尺 区 分

名 称

汚水管

１
５
０

蓋枠

１ 号 汚 水 （ 塩 ビ ） 桝 （ 一 方 向 ）

汚水管 （φ１５０）

（φ１５０）

おすい

Ｇ － ７ － ２

１ 号 汚 水 （ 塩 ビ ） 桝 （ 一 方 向 ） φ ３ ０ ０ 用

桝
深
　
１
２
０
０

樹脂蓋を標準とするが、破損の恐れがある場合は、

鋳鉄蓋を使用する。

砂基礎

汚水桝深　Ｈ＝１．２ｍを超え２．０ｍ以下とする。



１：１０

１
５
０

（φ３００）立上り管

（φ１００）

蓋

蓋枠

（φ３００）立上り管

仕 様 特 記 事 項

縮 尺 区 分

名 称

汚水管

３１８

蓋

蓋枠

（φ１００）汚水管

１ 号 汚 水 （ 塩 ビ ） 桝 （ 三 方 向 ド ロ ッ プ ）

曲管 （φ１５０）

落
　
　
差

１
５
０

汚水桝深　Ｈ＝２．０ｍ以下とする。

おすい

Ｇ － ７ － ３

１号汚水（塩ビ）桝（三方向ドロップ）φ３００用

桝
深
　
１
２
０
０

樹脂蓋を標準とするが、破損の恐れがある場合は、

鋳鉄蓋を使用する。



１：１０

１
５
０

（φ３００）立上り管

蓋

蓋枠

（φ３００）立上り管

仕 様 特 記 事 項

縮 尺 区 分

名 称

汚水管

３１８

蓋

蓋枠

汚水管

曲管 （φ１５０）

落
　
　
差

１
５
０

１ 号 汚 水 （ 塩 ビ ） 桝 （ 一 方 向 ド ロ ッ プ ）

（φ１５０）

（φ１５０）

汚水桝深　Ｈ＝２．０ｍ以下とする。

おすい

Ｇ － ７ － ４

１号汚水（塩ビ）桝（一方向ドロップ）φ３００用

桝
深
　
１
２
０
０

樹脂蓋を標準とするが、破損の恐れがある場合は、

鋳鉄蓋を使用する。



１：１０

６５０

６
５
０

１
０
０

φ８２０

φ３１８

１
５
０

１
５
０

φ６２０

φ４２０

砕石基礎工

防護ハット

オスキャップ

沈下防止板

ＲＣ－４０

ゴム輪型小型マンホール

砂

Ｇ．Ｌ

３ 号 汚 水 （ 塩 ビ ） 桝 （ 一 方 向 ）

仕 様 特 記 事 項

縮 尺 区 分

名 称

桝
深
　
１
０
０
０

間詰砂　厚３ｃｍ

おすい

Ｇ－７－５

３ 号 汚 水 （ 塩 ビ ） 桝 （ 一 方 向 ） φ ３ ０ ０ 用

６５０

砂基礎

汚水桝深　Ｈ＝１．２ｍを超え２．０ｍ以下とする。



１：１０

１
０
０

φ８２０

φ３１８

１
５
０

１
５
０

φ６２０

φ４２０

砕石基礎工

防護ハット

オスキャップ

沈下防止板

ＲＣ－４０

小型マンホール

砂

Ｇ．Ｌ

φ
１
６
５

３ 号 汚 水 （ 塩 ビ ） 桝 （ 三 方 向 ）

仕 様

縮 尺 区 分

名 称

桝
深
　
１
０
０
０

６５０

６
５
０

間詰砂　厚３ｃｍ

おすい

Ｇ － ７ － ６

３ 号 汚 水 （ 塩 ビ ） 桝 （ 三 方 向 ） φ ３ ０ ０ 用

６５０

砂基礎

特 記 事 項

汚水桝深　Ｈ＝１．２ｍを超え２．０ｍ以下とする。



１：１０

仕 様 特 記 事 項

縮 尺 区 分

名 称

１ 号 汚 水 （ 塩 ビ ） 桝 （ 三 方 向 ）

蓋

蓋枠

立上り管

汚水管 （φ１００）

１
５
０

（φ２００）

１
０
０

１
５
０

桝
深
　
１
０
０
０

蓋枠

蓋

立上り管（φ２００）

汚水管 （φ１００）

桝底部

汚水桝深　Ｈ＝１．２ｍ以下とする。

２１６

おすい

Ｇ － ７ － ７

１ 号 汚 水 （ 塩 ビ ） 桝 （ 三 方 向 ） φ ２ ０ ０ 用

5
5
0

550

550

樹脂蓋を標準とするが、破損の恐れがある場合は、

鋳鉄蓋を使用する。

砂基礎



１：１０

仕 様 特 記 事 項

縮 尺 区 分

名 称

１ 号 汚 水 （ 塩 ビ ） 桝 （ 一 方 向 ）

蓋

蓋枠

立上り管

汚水管

１
５
０

（φ２００）

（φ１５０）

汚水桝深　Ｈ＝１．２ｍ以下とする。

１
０
０

１
５
０

桝
深
　
１
０
０
０

蓋枠

蓋

立上り管（φ２００）

汚水管 （φ１５０）

桝底部

２１６

おすい

Ｇ － ７ － ８

１ 号 汚 水 （ 塩 ビ ） 桝 （ 一 方 向 ） φ ２ ０ ０ 用

5
5
0

550

550

樹脂蓋を標準とするが、破損の恐れがある場合は、

鋳鉄蓋を使用する。

砂基礎



仕 様 特 記 事 項

縮 尺 区 分

名 称

１：１０

縦 断 面 図

324 190

334 240

標線

平 面 図

318

ＧＬ

蓋

蓋枠

１ 号 桝 桝 用 蓋

3
0

4
0

1
0
6

Φ318
Φ300

Φ252

Φ270

Φ295

材料

材 料 表

家 庭 用 １ 号 雨 水 桝

３５
４

７

６

1
4
6

1
5
0

蓋枠

蓋

立上り管（Φ３００）

うすい

番号

１

２

部 品 名 称

本 体

材 質

１

数量

１

備 考

３

４

５

６

７

底 板

１

１

１

１

１

樹 脂 枠

樹 脂 蓋

蓋 用 パ ッ キ ン

枠 用 パ ッ キ ン

鎖

合 成 ゴ ム

合 成 ゴ ム
２

1
,
1
5
01
,
0
0
0

1
5
0

6
7

8

1
0
0

□400

120

Φ
1
5
4

Φ
1
6
5

１

Φ298

Φ318

400

4
0
0

塩 ビ 樹 脂

塩 ビ 樹 脂

塩 ビ 樹 脂

塩 ビ 樹 脂

ス テ ン レ ス

Ｇ－７－１１

樹脂蓋を標準とするが、破損の恐れがある場合は、

鋳鉄蓋を使用する。

０．０２ ｍ
３

砂基礎（  ）ｍ
３

砂基礎



透水シート

仕 様 特 記 事 項

縮 尺 区 分

名 称

１：１０

家 庭 用 １ 号 雨 水 浸 透 桝

１ 号 桝 桝 用 蓋

3
0

4
0

1
0
6

Φ318
Φ300

Φ252

Φ270

Φ295

6
0゚

30゚30゚

6
0゚

60゚60゚

番号

１

２

部 品 名 称

本 体

材 質

１

数量 備 考

３

４

５

６

5
5
0

4
0
0

1
5
0

1
,
0
3
0

Φ318

Φ298

Φ
1
6
5

Φ
1
5
4

□600

砕石（２号砕石）

1
0
0

5
0

1
0
0

3
3
0

B
A

B
A

縦 断 面 図

324 190

334 240

標線

平 面 図

１

コンクリート透水板（440×440×70）

120

透水シート　（㎡）

材 料 表

材料

２．２９㎡

樹 脂 枠

樹 脂 蓋

蓋 用 パ ッ キ ン

枠 用 パ ッ キ ン

鎖

合 成 ゴ ム

１

１

１

１

１

２４３

６

５

Φ20-18ｍｍ

1
4
6

318

ＧＬ

蓋

蓋枠

1
5
0

蓋枠

蓋

立上り管（Φ３００）

A-A断面

B-B断面

浸透

2
2
0

6
0
0

600

合 成 ゴ ム

塩 ビ 樹 脂

塩 ビ 樹 脂

塩 ビ 樹 脂

ス テ ン レ ス

Ｇ－７－１２

樹脂蓋を標準とするが、破損の恐れがある場合は、

鋳鉄蓋を使用する。

０．１６

砕石(２号砕石）（  ）ｍ３

ｍ
３

※砕石周囲および
桝周囲に敷設すること



仕 様 特 記 事 項

縮 尺 区 分

名 称

１：１０

縦 断 面 図

標線

平 面 図

318

ＧＬ

蓋

蓋枠

3
0

4
0

1
0
6

Φ318
Φ300

Φ252

Φ270

Φ295

材料

材 料 表

３５
４

７

６

1
4
6

蓋枠

蓋

立上り管（Φ３００）

うすい

番号

１

２

部 品 名 称

本 体

材 質

１

数量

１

備 考

３

４

５

６

７

底 板

１

１

１

１

１

樹 脂 枠

樹 脂 蓋

蓋 用 パ ッ キ ン

枠 用 パ ッ キ ン

鎖

合 成 ゴ ム

合 成 ゴ ム
２

1
5
0

6
7

8

1
0
0

□400

400

4
0
0

塩 ビ 樹 脂

塩 ビ 樹 脂

塩 ビ 樹 脂

塩 ビ 樹 脂

ス テ ン レ ス

樹脂蓋を標準とするが、破損の恐れがある場合は、

鋳鉄蓋を使用する。

Φ318

Φ298

１

２ 号 桝 桝 用 蓋

4
0

1
4
6

Ｇ－７－１３

2807

2
7
8
～
4
2
0

VP用

Φ
1
0
0

Φ
1
1
4

7

4
2
8
～
5
3
0

　 　 　 ２ 号 雨 水 桝

1
0
0

０．０２ｍ
３

砂基礎

砂基礎（  ）ｍ
３



B
A

砕石（２号砕石）

仕 様 特 記 事 項

縮 尺 区 分

名 称

１：１０

3
0

4
0

1
0
6

Φ318
Φ300

Φ252

Φ270

Φ295

6
0゚

30゚30゚

6
0゚

60゚60゚

番号

１

２

部 品 名 称

本 体

材 質

１

数量 備 考

３

４

５

６

5
5
0

4
0
0

1
5
0

□600

1
0
0

5
0

1
0
0

3
3
0

B
A

縦 断 面 図

標線

平 面 図

コンクリート透水板（440×440×70）

透水シート

透水シート　（㎡）

材 料 表

材料

２．２９㎡

樹 脂 枠

樹 脂 蓋

蓋 用 パ ッ キ ン

枠 用 パ ッ キ ン

鎖

合 成 ゴ ム

１

１

１

１

１

２４３

６

５

1
4
6

318

ＧＬ

蓋

蓋枠

蓋枠

蓋

立上り管（Φ３００）

A-A断面

B-B断面

浸透

2
2
0

6
0
0

600

合 成 ゴ ム

塩 ビ 樹 脂

塩 ビ 樹 脂

塩 ビ 樹 脂

ス テ ン レ ス

樹脂蓋を標準とするが、破損の恐れがある場合は、

鋳鉄蓋を使用する。

Φ318

Φ298

１

4
0

1
4
6

２ 号 桝 桝 用 蓋

φ
1
0
0

Ｇ－７－１４

2807

2
8
0
～
4
2
0

φ
1
1
4

5
7
0
～
7
1
0

VP用

7

　 　 　 ２ 号 雨 水 浸 透 桝

1
0
0

砕石(２号砕石）（  ）

０．１６

Φ20-18ｍｍ ｍ３

ｍ
３

※砕石周囲および
桝周囲に敷設すること



仕 様 特 記 事 項

区 分

名 称

１：１０

1
5
0

1
5
0

Φ620

Φ420

Φ820

Φ318

防護ハット

オスキャップ

沈下防止板

砕石基礎工　ＲＣ－４０

３ 号 桝 用 蓋

縦 断 面 図

平 面 図

Φ318

Φ298

324 190

334 240
Φ
1
6
5

Φ
1
5
4

120

□400

1
0
0

8
6
7

1
5
0

1
,
0
0
0

1
,
1
5
0

標線

２

１

番号

１

２

部 品 名 称

本 体

材 質

１

数量

１

備 考

底 板

材 料 表

材料 砕石基礎（ＲＣ－４０）（㎡）

０．４５㎡

縮 尺

家 庭 用 ３ 号 雨 水 桝

ＧＬ

3
0

間詰砂　厚３ｃｍ

塩 ビ 樹 脂

塩 ビ 樹 脂

400

4
0
0

うすい

Ｇ－７－１５

０．０２ｍ
３

砂基礎用

砂基礎（  ）ｍ
３


